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＊パソコンの検索サイトからアクセスする場合＊＊パソコンの検索サイトからアクセスする場合＊＊パソコンの検索サイトからアクセスする場合＊

『しとらすgreen』の発行変更と

同窓会HPのご案内

　前回18号と19号でご案内いたしましたが、同窓会で

は、総会やカルチャー講座等のお知らせをホームペー

ジで行なっていくことにいたしました。2015年度の活

動は既にアップされており、どなたでもご覧いただ

けます。

　なお、お手紙による『しとらすgreen』につきまし

ては、完全な廃止ではなく、ご希望の方にお送りす

るような形にしたいと思います。何卒、ご理解とご

協力のほど、よろしくお願いいたします。

○『しとらすgreen』20号以降の送付をご希望の方は…

　同封のハガキに送付希望調査欄がございます。

　そこにチェックの上、同窓会総会出席・欠席に

かかわらずご投函ください。

　発行予定は、毎年3月中旬です。

○ホームページの更新（次年度のお知らせ）は…

　『しとらすgreen』発行とほぼ同時期に行なう予

定です（3月中旬～3月末日）。

　その後、総会やカルチャー講座につきまして

は、日程などの内容詳細を、その都度更新する予

定です。　

○ホームページは、携帯電話等からもアクセスでき

ます。

＊今後のしとらすグリーンについて＊＊今後のしとらすグリーンについて＊＊今後のしとらすグリーンについて＊

①検索サイトで「常葉大学短期大学部」と入力

②［検索］ボタンをクリック

③［常葉大学短期大学部］をクリック

④同窓会関係の案内はこちらに掲載されます。

ＱＲコードはこちら



同窓会カルチャー講座2017案内（その１）

旧岩崎邸庭園と隅田川クルーズ
「三菱創始者岩崎家のかつての本邸　　　
　　　　ヨーロッパ式邸宅を見学しよう!!」

敷地全体が重要文化財に指定されている旧岩崎

邸庭園をガイド案内により見学。昼食は浅草

「アサヒ本社ビル」22階レストランにて、東京の

空を眺めながらの洋食コースを。その後、浅草

周辺を自由散策し、松本零士デザインの船に

て、隅田川クルーズを楽しみます。

日　　程：2017年10月15日（日）

参 加 費：7000円（同窓会員限定）

申し込み：官製ハガキに講座名、氏名、住所、電

話番号、携帯電話番号（お持ちの方の

み）、同窓生番号又は卒業学科を名記

し、同窓会事務局までお送り下さい。

申し込み：2017年７月３日（月）～ 20日（木）

定員45名で先着順とさせて頂きます。

結果は８月上旬頃発送予定です。
（指定期間以外の送付は無効とさせていただきます）

方　　法

受　　付

同窓会カルチャー講座2017案内（その２）

いよいよ短大キャンパスで最後……いよいよ短大キャンパスで最後……
「橘香祭に行こう！」

なつかしい思い出いっぱいの校舎にみんなで

でかけませんか。

同窓会では静岡駅、短大間のバスを無料でご

用意します。《申し込み不要》

日　　程：2017年11月12日（日）

出　　発：〈往路〉JR静岡駅南口

　　　　　　　　　スルガ銀行前　10：30

　　　　　〈復路〉短大正門前　　14：00

※先着順にご乗車いただき、定員を越えた場合はお断

り致します。（各自、路線バスをご利用下さい）

※原則として復路のみのご利用はできません。

※短大到着後はフリータイムです。入口で橘香祭パン

フレットをお配りします。

　今回のカルチャー講座は、日本の宝につながる小さな

ものとの出会いの旅でした。

　まず、三河湾に浮かぶ小さな島、竹島です。竹島は、

対岸とは400メートルしか離れていません。しかし、対岸

とは大きく異なった植物相が育っています。そのため天

然記念物になっているのです。小さな島の中は、うっそ

うとした木々に覆われ神秘的でした。

　次は、八丁味噌で有名な岡崎の味噌蔵です。味噌のに

おいとともに、大きな桶と山のように積まれた石が目に

入りました。八丁味噌は豆麹で作られていることを知り、

八丁味噌のおいしさの秘密は小さな小さな麹菌にあった

ことがわかりました。

　そして、八丁ほど離れた岡崎城へ。天守閣から遠くの

景色を見ていると、尾張や駿府へ人質として岡崎城を出

て行く家康の幼心が浮かんできました。幼少時の経験が、

日本の歴史を作る人物につながったのかもしれません。

小さな出会いに驚いたり、疑問に持ったりして、学生時

代にもどった旅でもありました。

（シトラスメイト　森脇れい子）

カルチャー講座2016 ● 報告

※今回、富士川サービスエリアで乗車・下車できます。

　希望される方は必ず事前に申し込みして下さい。

　当日は静岡発７：30、静岡着19：00の予定です。

平成27年３月卒業　英語英文科

梅原 早知子さん

　短大で学んだ２年間を糧に、現在は富士市の公立

中学校にて英語教諭として働いています。教育現場

には、もともと興味はあったものの自分が教員にな

れるとは夢にも思っていなかった短大時代。しかし、

大好きな英語と子供に携わることのできる職業とし

て教員に憧れ、教職を履修することを決めました。

短大の仲間と学んだり、色々な場所へと遊びに行っ

たり、おしゃべりをしながら笑っていた日々を懐かし

く思うと同時に、短大での経験があったからこそ今

の自分が在ることを実感しています。また、接客業

や塾でのアルバイトに打ち込む毎日でした。現在は、

１年生の担任を任され、慌ただしくも子供たちの屈

託のない笑顔に癒されながら毎日を過ごしていま

す。もちろん、生身の子供たちを相手にしているわ

けですから、上手くいかずに悩むこともあります。

しかし、そんな時はいつでも相談に乗ってくださる

先輩方、また、短大の先生方がいます。短大を卒

業した今でも、先生方や友達と連絡を取り合ったり、

食事に行ったりと交流を大切にしています。今年で

教員生活も３年目を迎えます。まだまだ未熟な自分

ですが、胸を張って教員という道を進んでいけるよ

うに日々研鑽に努めたいと思います。

学生部長 小田 寛人

　JR草薙駅から北に徒歩約４分という好立地に、常

葉大学と短期大学部の新キャンパスの建設が始まって

います。新キャンパス名は「静岡草薙キャンパス」。

大学５学部、大学院３研究科、短大部３学科を備え、

学生数は4,000人程度になると想定されます。この草

薙キャンパスの開校により、学生・教職員の利便性が

向上し、常葉のブランド力、教育力がアップ、さらに

志願者の増加、競争率の上昇効果で優秀な学生の確保

につながることなどが期待されます。大学にも短大に

も大きなメリットになることは確かです。平成30年４

月の開校に向け、本学でも移転の準備を進めています。

　草薙キャンパスに移るのは、本学からは日本語日本

文学科、英語英文科、保育科の３学科と国語国文専攻、

保育専攻の２専攻（ただし、英語英文科と国語国文専

攻は平成30年度入学者の募集停止のため２年生のみの

移転）となります。他に、常葉大学静岡キャンパスか

ら教育学部と外国語学部、富士キャンパスから経営学

部、社会環境学部、保育学部が移転し、短大と大学が

共存する合同キャンパスとなります。

　キャンパス内に「ここまでが短大で、ここか

らは大学」といったような線は引かれません。

スケールメリットを活かして効率化を図り、事

務組織は一元化されます。入学センター、キャ

リアサポートセンター、幼児教育支援センター

など、大学も短大も分け隔てなく学生をサポー

トする体制が整い、サークル活動では大学生と

短大生の自由な交流が多く見られることでしょ

う。入学式など合同で行われる行事も増え、平

成30年度の秋からは、学部学科の個性ある大規

草薙キャンパス校舎完成（予定）図

（平成30年度４月開校）

草薙キャンパス校舎完成（予定）図

（平成30年度４月開校）

草薙キャンパス校舎完成（予定）図

（平成30年度４月開校）

今後の
常葉短大について

模な大学祭が開催されるかと思います。卒業生の皆様

も、是非その機会に、新キャンパスを覗きに来ていた

だけたらと思います。

　教育面でも、短大と大学とが連携し、共同での教育・

研究活動が期待できます。保育科と保育学部は、二年

制と四年制というそれぞれの特徴を活かしつつ、実習

や就職の指導は一括で行い、互いに協力して静岡県の

保育界・幼児教育界を牽引していってもらえると思い

ます。新キャンパスには、子育て支援室やこどもの庭

などの施設もあり、共同での地域貢献も期待されます。

　一方、音楽科と音楽専攻は、現在の常葉大学瀬名校

舎に移り、造形学部とともに芸術系のキャンパスとし

て、新しい「静岡瀬名キャンパス」を作っていきます。

教育学部、外国語学部の引越し後すぐに校舎の一部を

改修し、レッスン環境が整えられる予定です。改修工

事や楽器運搬の関係で数週間ずれ込むかもしれません

が、平成30年４月からの授業開始を目指しています。

　こうして平成30年度には、短大の全学科が現在の短

大キャンパスから移転することになります。現キャン

パスをその後どうするかは未定で、今後、法人本部で

検討されることと思います。卒業生の皆様には思い出

深いキャンパスかと思いますが、場所を変えても、50

年の歴史を刻んだ短大の伝統、精神は引き継いでいき

たいと思っております。短大としての独自性も保ちつ

つ、大学とともに常葉の名を世に大きくアピールして

いきたいと思います。今後とも新しい短大へのご支援、

ご協力をお願い申し上げます。

　毎年、同窓会よりご寄贈いただいた本は「しとらす文庫」
として、学生に多く利用されていま
す。ありがとうございます。
　之山文庫における卒業生の図書館
利用については、短大図書館 HP にて
最新情報を載せております。来館前
にご確認ください。

之山文庫より

http://www.tokoha-jc.ac.jp/library/

　かけがわ茶エンナーレ（10月21日～11月19日）造形学部
夏池先生始め赤堀マサシ先生、同窓会会長中瀨さん、卒業
生等、多くのアーティストが展示イベントに参加されます。

お知らせ


